
Ｏ
へ
の
駆
け
つ
け
警
護
付
与

に
反
対
す
る
集
会
や
共
謀
罪

法
案
に
反
対
す
る
集
会
等
に

年
度
の
運
動
方
針
に
つ

金
削
減
を
阻
止
す
る

17

と
り
く
み
ま
し
た(

頁)

。

い
て
は
、
議
案
書
の

頁
で

(

具
体
的
方
針
は

・

29

37

40

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
す
と

重
点
課
題
を
提
起
し
て
い
ま

頁)

。

41

り
く
み
で
は
、｢

核
兵
器
禁

す
。

年
度
は
、
組
織
拡
大

Ⅲ
給
付
奨
学
金
制
度
の
拡

16

止
条
約｣

制
定
に
向
け
て
の

の
課
題
、
教
職
員
の
生
活
・

大
や
少
人
数
学
級
実
現

交
渉
が
始
ま
る
と
い
う
歴
史

権
利
に
か
か
わ
る
課
題
、
憲

を
め
ざ
す
と
り
く
み
を
、

的
な
動
き
の
中
で
、
県
内
の

法
や
平
和
に
関
わ
る
課
題
の

父
母
・
地
域
と
の
共
同

幅
広
い
団
体
・
組
織
が
結
集

３
項
目
で
し
た
が
、こ
の
間
、

の
と
り
く
み
と
し
て
前

議
案
書
の
１
頁
か
ら

頁

②
長
時
間
労
働
是
正
、
非
常

し
て｢

『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

給
付
奨
学
金
の
署
名
の
と
り

進
さ
せ
る(

具
体
的
方

31

は
、

年
度
の
高
教
組
の
諸

勤
講
師
等
の｢

不
払
い
労
働｣

署
名
』
を
す
す
め
る
長
崎
県

く
み
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
を
得

針
は

・

頁)

。

16

45

46

と
り
く
み
の
経
過
と
総
括
に

を
な
く
す
と
り
く
み

民
の
会｣

が
結
成
さ
れ
、
高

て
大
き
く
広
が
っ
た
こ
と
等

Ⅳ
安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法

つ
い
て
の
記
述
で
す
。
特
に

夏
季
休
業
中
の｢

学
校
閉

教
組
も
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

を
受
け
て
、
教
育
条
件
の
整

改
正
と｢

戦
争
す
る
国
づ

重
点
課
題
と
し
て
い
た
３
点

庁｣

が
導
入
さ
れ
る
中
で
、

名
の
と
り
く
み
を
開
始
し
ま

備
・
充
実
の
課
題
も
加
え

く
り｣

に
反
対
す
る
声
を

に
つ
い
て
の
要
点
は
次
の
と

そ
の
実
施
状
況
の
調
査
と
そ

し
た(

頁)

。

て
、
次
の
４
項
目
を
重
点
課

職
場
と
地
域
に
広
げ
る

30

お
り
で
す
。

れ
に
基
づ
く
県
教
委
交
渉
等

題
と
す
る
こ
と
を
提
案
し
て

(

具
体
的
方
針
は
46

①｢

組
織
建
設
３
カ
年
計
画｣
に
と
り
く
み
ま
し
た(

い
ま
す
。

頁)

。

18

２
年
目
の
と
り
く
み

頁)
。
し
か
し
、
長
時
間
労

Ⅰ｢

３
カ
年｣

を
す
べ
て
の
組

新
加
入
の
人
数
は
、｢

働
の
実
態
は
変
わ
っ
て
お
ら

議
案
書
は
、

頁
か
ら

・
評
価
ま
で
縛
り
を
か
け
よ

合
員
の
力
で
推
進
し
、

50

32

36

50

人
の
新
加
入
で
組
合
員
純

ず
、
引
き

頁
で
情
勢
に
つ
い
て
記
述
し

う
と
す
る
改
定
学
習
指
導
要

人
の
新
加
入
で
組
合
員
の

増｣

と
い
う
目
標
か
ら
す
れ

続
き
大
き

て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
は
、

領
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ま

純
増
と
青
年
部
の
再
建
を

ば
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
水

な
課
題
と

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
を

た
、
教
育
勅
語
の
復
活
を
後

実
現
す
る(

具
体
的
方
針

準
で
し
た
が
、
新
加
入
の
半

し
て
残
っ

新
し
い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る

押
し
す
る
よ
う
な
安
倍
政
権

は

頁
）。

38

数
以
上
が

代
・

代
の
青

て
い
ま
す

年
に
し
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ

の
姿
勢
も
見
逃
す
わ
け
に
は

Ⅱ
長
時
間
労
働
是
正
の
と
り

20

30

年
で
あ
っ
た
こ
と
、｢

ゆ
い

(

頁)

。

ー
ジ
を
出
し
て
、
改
憲
へ
の

生
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
教

く
み
を
強
化
し
て
、
月
の

36

ま
～
る｣

を

非
常
勤
講
師
等
の｢

不
払
い

異
常
な
執
念
を
見
せ
て
い
ま

員
免
許
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

超
勤
が

時
間
を
超
え
る

80

中
心
に
青

労
働｣

を
な
く
す
と
り
く
み

す
。
改
憲
勢
力
が
国
会
の
３

入
や
部
活
動
指
導
員
の
配
置

教
職
員
の
人
数
を
減
ら
す

年
の
活
動

に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

分
の
２
以
上
を
占
め
て
い
る

を
め
ぐ
る
動
き
な
ど
、
学
校

と
と
も
に
、
全
国
の
と
り

参
加
が
多

調
査
で
実
態
を
明
ら
か
に
し

中
で
、
極
め
て
危
険
な
情
勢

現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
矛
盾

く
み
と
職
場
の
と
り
く
み

く
見
ら
れ

つ
つ
、
確
定
交
渉
の
成
果
を

で
す
が
、
一
方
で
、
安
倍
首

を
ど
う
解
決
す
る
の
か
と
い

を
結
合
し
て
、｢

現
給
保

た
こ
と
等
、

生
か
し
た
分
会
の
と
り
く
み

相
の
焦
り
の
現
れ
で
も
あ
り

う
こ
と
も
課
題
に
な
っ
て
い

障｣

の
打
ち
切
り
と
退
職

｢

３
カ
年
計

な
ど
で
一
定
の
前
進
を
実
現

ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
行

ま
す
。

画｣

の
大
き
な
目
標
で
あ
る

し
ま
し
た
。
ま
た
、
臨
任
と

き
詰
ま
り
も
明
ら
か
に
な
っ

ま
た
、
教
職
員
の
労
働
条

青
年
部
の
再
建
に
向
け
て
の

非
常
勤
講
師
に
か
か
わ
る
県

て
き
て
い
る
中
で
、
憲
法
を

件
、
長
時
間
労
働
の
是
正
に

一
定
の
到
達
点
を
築
き
ま
し

教
委
交
渉
を
実
施
し
、
い
く

壊
し
た
い
勢
力
と
憲
法
を
守

つ
い
て
、
文
科
省
や
県
教
委

た(

議
案
書
１
頁)

。
声
か
け

つ
か
の
要
求
項
目
で｢

検
討

り
い
か
し
た
い
勢
力
の
せ
め

も
何
ら
か
の
対
策
を
打
ち
出

な
ど
の
拡
大
の
と
り
く
み
状

す
る｣

｢

努
力
す
る｣

等
の
回

ぎ
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。

さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な

況
は
、
職
場
の
状
況
の
厳
し

答
を
引
き
出
し
て
い
ま
す

｢

教
育
再
生｣

で
は
、
国
が
特

っ
て
い
ま
す
。
賃
金
に
つ
い

さ
の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
目
標

(

頁)

。

定
の｢

資
質
・
能
力｣

を
規
定

て
は
、｢
現
給
保
障｣

の
打
ち

19

と
し
た
水
準
に
は
達
し
て
い

③
立
憲
主
義
回
復
、｢

戦
争

し
て
、
そ
こ
へ
の
到
達
を
め

切
り
や
退
職
金
の
削
減
の
問

ま
せ
ん
が
、
声
か
け
や
対
話

す
る
国
づ
く
り｣

反
対
の
と

ざ
し
て
、
教
育
内
容
・
方
法

題
が
焦
点
に
な
り
ま
す
。

の
回
数
が
前
年
よ
り
増
加
し

り
く
み

て
い
る(

同
２
頁)

こ
と
な

憲
法
改
悪
阻
止
長
崎
県
共

ど
、
一
定

同
セ
ン
タ
ー
の
と
り
く
み
を

の
前
進
を

軸
に
、
署
名
・
宣
伝
活
動
や

み
る
こ
と

学
習
会
等
に
参
加
し
ま
し

が
で
き
ま

た
。
ま
た
、
連
合
加
盟
労
組

す
。

や
他
の
市
民
団
体
等
と
も
共

同
し
て
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ

組合は であい ふれあい たかめあい

出席連絡票の提出を

お願いします

今回は、会場が大

村市の総合福祉セン

ターとなっていま

す。駐車場がありま

せん。大村駅周辺の

駐車場の利用をお願

いします。駐車場料

金を事前に準備する

ために、事前に出席

連絡票を提出しても

らうようにしていま

す。

出席される代議員

(代理も含む)・特別

代議員の方は、 14
日(水)までに、出席

連絡票を FAX で本

部に送付してくださ

い。

｢重点・課題人事｣の項目の一部改正も提案しています

高教組が｢重点・課題人事｣として扱う 10 の項目の中で、これまで、｢第四地区、定時制・

通信制・障害児学校への異動を希望する者｣としていた項目を｢第四～第六地区及び障害児学

校への異動を希望する者｣に改正することを提案しています。これは、この項目の考え方の

基本が、異動希望の少ない学校を希望することを重視することにあるので、現行の｢六地区

制｣のもとでの実態を考慮して改正しようとするものです。

こういうところも確認しておいてください

○ 16 確定交渉や 17 春闘教育長交渉の結果

(16・17 頁)

○各種教研集会の概要や参加状況(22 ～ 25頁）

○高校における｢通級による指導｣についての

県教委交渉(26頁)

職場からの議案討議と大会での活発な討論で
第88回定期大会を成功させよう

高教組は、6月24日(土)に、大村市総合福祉センターで第88回定期大会を開催します。今大会の議案は、第１号議案｢16

年度決算｣、第２号議案｢17年度運動方針｣、第３号議案｢17年度予算｣、第４号議案｢選挙管理委員選出｣、第５号議案｢大会

スローガン｣の５本です。第２号議案のポイントを以下に記載します。各分会での議案討議に活用してください。

年
度
の
運
動
を
総
括
し
、
前
進
面
と
今
後

16の
課
題
を
確
認
し
よ
う

憲
法
や
教
育
、
教
職
員
の
賃
金
や
権
利
を

め
ぐ
る
情
勢
を
論
議
し
よ
う

年
度
の
重
点
課
題
と
具
体
的
な
運
動
方
針
を
討
議
し
よ
う

17

全国の青年教職員が学ぶ「TANE！in富山」

新
採
用
の
先
生
方
へ
の
総
合
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

本
年
度
新
規
採
用
の
先
生
方
へ
の
「
総
合
共
済
」

の
加
入
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？
声
か
け
を

お
こ
な
っ
た
ら
、
加
入
が
実
現
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
本
部
へ
報
告
を
!!
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し
、
多
く
の
仲
間
が
最
賃
ギ

保
育
士
の
責
任
感
に
付
け
込

こ
れ
に
反
す

現
場
か
ら
の
報
告
と
し
て
、

リ
ギ
リ
で
働
い
て
い
る
」
と

ん
だ
、
や
り
が
い
搾
取
が
行

る
「
教
育
勅

長
野
高
教
組
か
ら
戦
前
の
治

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

わ
れ
て
い
る
。
賃
金
労
働
条

語
」
は
、「
明

安
維
持
法
違
反
を
名
目
に
引

「
保
護
者
の
長
時
間
労
働
の

件
改
善
に
力
を
あ
わ
せ
よ

ら
か
に
基
本

き
起
こ
さ
れ
た
「
二
・
四
事

問
題
か
ら
延
長
保
育
が
増

う
」
な
ど
、
力
強
い
決
意
表

的
人
権
を
損

件
」
が
紹
介
さ
れ
、
共
謀
罪

加
。
身
も
心
も
削
っ
て
い
る

明
が
続
き
ま
し
た
。

な
い
、
国
際

法
案
の
強
行
採
決
や
そ
れ
に

的
に
も
疑
念
を
残
す
」
と
し

い
た
る
安
倍
内
閣
の
暴
走
と

繰
り
返
し

て
衆
議
院
で
「
排
除
」
、
参

の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し

昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
、
日

な
が
ら
、

議
院
で
「
失
効
」
が
決
議
（

た
。
「
二
・
四
事
件
」
の
弾

48

比
谷
公
園
霞
門
～
農
水
省
・

国
会
請
願

年
）
さ
れ
、
学
校
教
育
か
ら

圧
に
よ
っ
て
、
長
野
県
の
教

財
務
省
・
衆
参
議
員
面
会
所

デ
モ
を
お

一
掃
さ
れ
ま
し
た
。
国
会
で

育
界
は
自
由
主
義
的
伝
統
を

前
～
旧
永
田
小
学
校
裏
ま

こ
な
い
ま

「
排
除
」
さ
れ
た
は
ず
の
「
教

失
い
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義

で
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

し
た
。

育
勅
語
」
が
子
ど
も
た
ち
の

勇
軍
の
大
規
模
な
送
り
出
し

教
材
に
す
る
こ
と
を
「
閣
議

に
象
徴
さ
れ
る
戦
争
協
力
体

決
定
」
で
容
認
さ
れ
る
な
ど

制
へ
突
っ
走
っ
て
い
っ
た
こ

内
閣
人
事
局
前
行
動
。
情

し
た
。

許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
と
、
官

と
を
教
訓
に
、
教
職
員
組
合

人
事
院
前
要
求
行
動
で

に
つ
い
て
、

勢
報
告
で
臨
時
・
非
常
勤
職

続
く
決
意
表
明
で
は
、「
国

邸
に
向
け
て
声
を
限
り
に
力

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
く
決

は
、
ま
ず
情
勢
報
告
で
、
人

子

ど

も

に

員
の
勤
務
労
働
条
件
を
め
ぐ

の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処

強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

事
院
で
は
夏
の
勧
告
作
業
に

つ
い
て
ゆ
っ

っ
て
、
「
①
経
験
加
算
・
昇

遇
の
抜
本
的
改
善
と
地
方
自

向
け
た
集
計
が
始
ま
っ
て
い

く
り
考
え
、

給
実
施
、
②
期
末
手
当
の
支

治
体
に
お
い
て
も
遅
れ
る
こ

る
こ
と
に
触
れ
、
「
政
府
か

ど
の
よ
う
に

給
、
③
給
与
法
の
改
正
に
よ

と
な
く
待
遇
改
善
を
求
め
奮

ら
の
要
請
で
人
事
院
が
民
間

子

ど

も

と

る
賃
金
改
正
を
実
施
と
い
う

闘
す
る
」
と
力
強
い
発
言
が

退
職
給
付
水
準
を
調
査
し
、

向

き

合

っ

長
年
の
要
求
が
一
歩
前
進
」

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
国

公
務
が

万

千
円
上
回

て
い
け
ば
よ
い
か
を
考
え
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

交
省
は
臨
時
非
常
勤
職
員
の

78

1

り
、
『
水
準
の
見
直
し
が
適

時
間
が
あ
っ
た
。
現
在
の
学

た
、
「
退
職
手
当
見
直
し
に

４
年
目
以
降
の
雇
用
が
可
能

切
』
と
し
た
」
、
「
官
民
比
較

校
現
場
で
は
、
新
採
用
即
担

関
し
て
、
退
職
手
当
は
、
年

に
な
っ
た
。
不
安
定
雇
用
の

を
唯
一
の
根
拠
と
し
た
、
生

任
で
、
か
つ
初
任
者
研
修
の

金
と
と
も
に
生
活
を
支
え
る

解
消
に
向
け
奮
闘
し
た
い
」

衆
議
院

え
る
長
期
視
察
も
あ
り
、
学

校
長
も
い
た
。
戦
争
や
戦

防
衛
省
、
厚
生
労
働
省
、

活
を
支
え
る
退
職
手
当
の
引

ハ
ー
ド
な
現
実
が
あ
り
、
子

重
要
な
も
の
。
人
事
院
・
政

と
か
、「
退
職
後
の
生
活
を
支

第
一
議
員

校
現
場
に
影
響
が
懸
念
さ
れ

意
高
揚
、
戦
争
に
つ
な
が

日
本
学
生
支
援
機
構
、
全

き
下
げ
は
許
さ
れ
な
い
」
と

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
作

府
宛
署
名
の
取
り
組
み
を
強

え
る
退
職
手
当
の
引
き
下
げ

会
館
国
際

る
。
秋
田
県
は
外
国
人
の
宿

る
危
機
意
識
の
扇
動
を
許

国
高
等
学
校
長
教
会
、
経

呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

れ
な
い
、
勤
務
時
間
は
あ
っ

化
し
よ
う
。

月
後
半
の
中

を
簡
単
に
し
て
ほ
し
く
な
い
」

会
議
室
で

泊
者
が
少
な
く
、
海
外
か
ら

し
て
は
な
ら
な
い
。

済
同
友
会
、
日
本
商
工
会

7

決
意
表
明
で
は
、
全
教
を

て
な
き
が
ご
と
し
の
状
況
で

央
行
動
が
大
き
な
山
場
。
職

と
発
言
が
続
き
ま
し
た
。
集

の
総
会
で

の
旅
行
者
を
誘
致
す
る
た
め

［
岡
山
］

議
所
、
国
会
議
員
へ
の
要

代
表
し
て
山
口
県
教
組
の
林

あ
る
。
臨
採
が
担
任
を
任
さ

場
段
階
で
の
取
り
組
み
を
強

会
の
最
後
に
「
退
職
手
当
の

は
、
主
催

に
秋
田
の
探
求
型
授
業
を
タ

二
期
目
を
迎
え
た
伊
原

請
行
動
を
グ
ル
ー
プ
に
分

書
記
長
が
学
校
現
場
の
現
状

れ
る
状
況
も
あ
る
。
教
員
は

め
、
反
国
民
的
な
規
制
緩
和

引
き
下
げ
に
反
対
す
る
決

者
あ
い
さ

イ
で
行
う
と
り
く
み
を
お
こ

木
県
知
事
の
「
教
育
県
復

か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
長

を
紹
介
し
、
と
も
に
戦
う
決

聖
職
者
な
ん
だ
か
ら
文
句
を

・
民
間
委
託
を
阻
止
し
よ

議
」
を
参
加
者
の
拍
手
で
採

つ

に

続

な
っ
て
お
り
、
同
時
に
中
学

活
」
の
教
育
行
政
に
不
満

崎
か
ら
は
文
科
省
、
経
済

意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。「
新

言
う
な
と
い
わ
れ
た
教
員
が

う
」
と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま

択
し
ま
し
た
。

き
、

年
度
活
動
経
過
・
総

・
高
校
で
の
英
検
受
験
が
勧

が
高
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ン

同
友
会
、
国
会
議
員
要
請

16

採
用
で
学
校
現
場
に
入
っ
た

い
る
。
ま
る
で
ブ
ラ
ッ
ク
企

括
、
会
計
決
算
・
監
査
、

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高

ジ
ン
作
戦

年
目
、
成
果

に
参
加
し
ま
し
た
。
文
科

17

3

と
き
、
１
年
な
い
し
は
２
年

業
だ
」
と
い
う
発
言
に
、
参

年
度
活
動
方
針
、
予
算
案
の

校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
の
試
行

を
上
げ
た

校
に

万
円

省
で
は
、給
付
制
奨
学
金
、

30

100

間
は
担
任
を
持
つ
こ
と
は
な

加
者
か
ら
怒
り
の
声
が
上
が

内
閣
人
事
局
・
内
閣
府
か

の
た
め
に
教
育
へ
の
介
入
、

つ
の
協
議
題
が
提
案
さ

が
始
ま
り
高
校
へ
の
締
め
つ

ず
つ
報
奨
金
を
出
す
。
難

長
時
間
労
働
、
高
校
基
礎

4

く
、
学
校
に
つ
い
て
、
教
育

り
ま
し
た
。

ら
道
路
を
挟
ん
で
向
こ
う
側

道
徳
教
育
、
銃
剣
道
、
教
科

れ
、
質
疑
討
論
の
の
ち
満
場

け
が
始
ま
っ
て
い
る
。

関
大
学
合
格
者
増
を
目
指

学
力
テ
ス
ト
の
問
題
に
特

に
あ
る
首
相
官
邸
に
む
か
っ

書
統
制
、
挙
げ
句
の
果
て
に

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

［
滋
賀
］

す
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
育
成

化
し
て
、
現
場
か
ら
の
声

て
、
教
育
勅
語
容
認
に
対
す

教
育
勅
語
を
教
材
と
し
て
閣

続
い
て
、
５
・
２
６
中
央

滋
賀
県
教
育
委
員
会
が

を
め
ざ
す
合
同
合
宿
。
高

を
伝
え
ま
し
た
が
、
長
崎

4

続
い
て
、
厚
生
労
働
省
前

も
の
だ
」
と
問
題
点
を
指
摘

る
抗
議
と
憲
法
と
子
ど
も
の

議
決
定
で
容
認
し
た
こ
と
な

行
動
意
思
統
一
集
会
が
開
か

月

日
付
け
で
県
立
学
校
、

校
入
試
で
県
外
か
ら
の
募

か
ら
は
長
時
間
労
働
の
実

20

に
移
動
し
、
厚
労
省
前
要
求

し
、
「
安
倍
政
権
は
労
基
法

権
利
条
約
に
基
づ
く
教
育
を

ど
を
あ
げ
抗
議
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
秋
田

市
町
教
育
委
員
会
に
通
知
し

集
を
可
能
に
。
学
力
向
上

態
を
伝
え
ま
し
た
。

行
動
に
移
り
ま
し
た
。
情
勢

に
過
労
死
ラ
イ
ン
を
書
き
込

求
め
る
官
邸
前
抗
議
行
動
に

敗
戦
後
、
戦
争
へ
の
反
省
に

・
滋
賀
・
岡
山
か
ら
の
報
告

た
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
飛
来
に

を
至
上
命
令
と
し
、
学
校

す
べ
て
の
要
請
行
動
が

報
告
で
、
今
回
の
労
基
法
改

ん
だ
。
こ
れ
自
体
、
労
基
法

移
行
し
ま
し
た
。
こ
の
行
動

も
と
づ
き
平
和
主
義
を
か
か

を
受
け
運
動
の
交
流
を
行
い

伴
う
対
応
に
つ
い
て
」
と
す

現
場
で
は
多
忙
化
が
ひ
ど

終
了
し
た
の
ち
、
集
約
集

正
案
の
長
時
間
労
働
規
制
に

違
反
だ
」
と
厳
し
く
批
判
し

は
、
全
教
・
教
組
共
闘
が
主

げ
た
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ

ま
し
た
。

る
文
書
を
、
多
く
の
学
校
が

く
な
り
、
一
方
で
学
習
時

会
で
情
報
を
交
換
し
、
あ

つ
い
て
、
「
年
間
上
限

時

ま
し
た
。

催
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

れ
、
そ
の
理
想
の
実
現
は
根

［秋
田
］

子
ど
も
た
ち
に
学
校
作
成
の

間
や
学
力
で
二
極
化
が
進

ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち
の

720

間
で
土
日
出
勤
を
含
め
最
大

決
意
表
明
で
は
、
「
臨
時

主
催
者
挨
拶
で
、
中
村
尚

本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
待

全
国
学
力
テ
ス
ト
日
本
一

文
書
を
持
ち
帰
ら
せ
た
こ
と

ん
で
い
る
。

た
め
に
何
が
必
要
な
の

時
間
。
毎
月

時
間
、
単

・
非
常
勤
職
員
は
責
任
あ
る

史
全
教
委
員
長
は
安
倍
内
閣

つ
べ
き
も
の
と
し
て
教
育
基

に
関
連
し
て
「
秋
田
詣
で
」

に
対
す
る
抗
議
し
た
。
全
教

か
、
何
が
で
き
る
の
か
を

960

80

月
で

時
間
を
可
能
に
す
る

仕
事
に
就
い
て
い
る
。
し
か

の
「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

が
日
常
化
し
、
一
週
間
を
超

職
員
に
早
出
出
勤
を
命
じ
る

午
後
は
、
文
部
科
学
省
、
考
え
ま
し
た
。

100

組合は であい ふれあい たかめあい

安
倍
暴
走
政
治
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
労
働
法
制
改
悪
阻
止
！

第
１
次
最
賃
デ
ー

５
・
２
５
中
央
行
動

月

日
、
全
労
連
、
国
民
春
闘
共
闘
、
全

5

25

労
連
公
務
部
会
ほ
か
の
主
催
で
、
公
務
員
賃
金

改
善
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
、
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
、
退
職
手
当
改
悪
阻
止
、
教
育
勅

語
容
認
反
対
な
ど
を
掲
げ
て
中
央
行
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
人
事
院
・
厚
労
省
前
要
求
行
動
、

国
会
請
願
デ
モ
、
内
閣
人
事
局
・
官
邸
前
要
求

行
動
に
、
全
国
か
ら
公
務
・
民
間
あ
わ
せ
て
約

１
５
０
０
人
が
参
加
し
、
長
崎
か
ら
２
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

公
務
員
賃
金
改
善
と
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を

全
国
一
律
最
賃
制
の
確
立
と
時
給
一0

0
0

円
以
上
を

国
会
請
願
デ
モ

退
職
職
手
当
改
悪
阻
止
、
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を

安
倍
内
閣
に
よ
る
教
育
勅
語
容
認
に
抗
議

全
国
高
校
組
織
懇
談
会

２
０
１
７
年
度
総
会

＆

５
・
２
６
中
央
行
動

月

日
、
全
国
高
校
組
織
懇
談
会
は
、
総
会

5

26

と
中
央
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

組
織
か
ら

人

27

87

が
参
加
し
、
長
崎
か
ら

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

3

総
合
共
済
加
入
続
々

総
合
共
済
の
加
入
が
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
す
で
に
、
長
工
分
会
、

翔
南
分
会
、
諫
農
分
会
、
鶴
南
時
津

分
会
が
カ
ス
テ
ラ
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し

た
。
紹
介
者
へ
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
進
呈
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
採
者
へ
の
紹
介
や
加
入
実
現
に
は
、
さ

ら
な
る
特
典
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
五
島
支
部
た
よ
り
】

五
島
支
部
は
、

月

日
に
、
馬
場
書
記
長
を
迎

6

1

え
て
、
議
案
書
検
討
会
と
懇
親
会
を
行
い
、
４
つ
の

分
会
す
べ
て
か
ら

人
が

7

参
加
し
ま
し
た
。
下
の
写

真
は
楽
し
そ
う
に
飲
ん
で

い
ま
す
が
、｢

高
校
改
革｣

に
関
わ
っ
て
、
離
島
留
学

制
度
の
問
題
や
、
高
校
に

お
け
る｢

通
級
に
よ
る
指

導｣

の
問
題
、
臨
任
の
健

康
診
断
の
問
題
な
ど
議
案

に
つ
い
て
の
議
論
も
し
っ

か
り
や
り
ま
し
た
よ
。

(2) 第1636号 2017年6月1日(木) 長 崎 高 教 組 新 聞長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行


